
しながわがくげい 
【明けましておめでとうございます】 

 令和６年（２０２４年）になりました。皆様おそろいで新年をお迎

えのことと思います。今年は辰年「甲辰（きのえたつ）」です。甲辰を

検索してみましたら、「甲辰」は、「春の日差しが、あまねく成長を助

く年」になるそうです。春の暖かい日差しが大地すべてのものに平等

に降り注ぎ、大きな成長を遂げるという意味になります。コロナも５

類になり、今までできなかったことができるようになってきました。

今年はそれ以上に充実した一年となるようにしたいと思います。すみ

れ組、ばら組、まつ組それぞれの子どもたちもまた新しい生活が始ま

ります。この３カ月は、まとめとともに、新しい生活への準備とした

いと思っています。保護者の皆様には、どうぞ子どもたちへの応援を

よろしくお願いいたします。 

 ２学期の終業式には、年末年始には挨拶をしっかりしましょうと話

をしました。そうしたところ、年長の子どもたちから「よいお年をっ

て言うんだよね。」という声が出ました。素晴らしいです。これは昨年

度の２学期の終業式に話したことで、まつ組の子どもたちはしっかり

覚えていたのです。子どもたちの聞く力はたいしたものだと思いまし

たし、記憶力の確かさにも驚きました。帰り際には、「よいお年を。」

と言っている子どもたちも多くいました。そういう子どもたちですか

ら、３学期の初めての登園時にもあいさつがしっかりできていました

し、始業式には子どもたちの元気な声が響き渡りました。 

 元気な品川学藝幼稚園の子どもたちに力をもらい、今日職員一同力

いっぱい取り組んでいこうと心を新たにしました。どうぞ皆様方のお

力添えをよろしくお願いいたします。 

 

 

心構えを・・・ 

 新年早々に大きな地震が能登半島で起きました。被害の全容がつかめず、行方不明者の救出

もままならない状態が続いています。一年で最も寒い時期であり、被害にあわれた方々の健康

面が心配されます。少しでも早くライフラインが整うことを祈るばかりです。学校も再開でき

ないという情報もあり、子どもたちの心も心配になります。 

 園でも火災や地震に対しての訓練を行っていますが、より確実な訓練を考えなくてはならないと思

いました。地震があったときに身を守る対応や、避難の仕方等をもう一度見直し

ていきます。大切な命を守れるよう心を配っていきます。 

 保護者の皆様には、万が一、大きな地震があった際には焦らずご自身の身の安

全を図りながらお迎えに来てください。子どもたちを確実にお渡しするまで、幼

稚園でお預かりしています。 
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１月 指導のねらい 

すみれ組 

〇ルールを守りながら、保育者や友達と一緒に正月遊びや伝承遊びを楽しむ。 

ば ら組 

 〇いろいろな遊びに興味をもち、保育者や友達と関わって活動することを楽しむ。 

ま つ組 

 〇思いや考えを伝え合い、友達と協力して生活や遊びを工夫して進めていくことを楽しむ。 

 

講師による指導（１月） 

   器楽指導  渡辺 正明先生   ばら組 

 英語指導  ジェマ ヘムス先生   ばら組 まつ組 

体育指導   櫻井 由香先生      ばら組    

〇お知らせ 

   「ハーモニカ演奏会」 

まだ少し先になりますが、２月１４日（水）にハーモニカ奏者の寺澤ひろみ先生をお招き

して演奏会を行います。寺澤先生は、複音ハーモニカの奏者です。ハーモニカの単独演奏だ

けではなく、箏・尺八、吹奏楽、弦楽四重奏、ピアノトリオなど、他楽器とのコラボレーシ

ョンも積極的に行っていらっしゃいます。 

今回は、品川学藝幼稚園がハーモニカの指導をしているということで、快く演奏会を行っ

てくださることになりました。大ホールで行いますので、保護者の皆様にもご案内しようと

思います。内容についてはこれからですが、子どもたちの心に残り、これからの励みになる

ようにしたいと考えています。                      

 

しながわがくげい  二十四節気・七十二候・・・睦月（むつき）・・・ 

 二十四節気は半月ごとの季節の変化を示しています。これを約５日おきに分けて気象の動きや動植物の変

化を知らせるのが七十二候（しちじゅうにこう）といいます。 

小寒
しょうかん

（６日）・・・だんだん寒さが増してくる  寒の入りといわれます。 

   芹乃栄（せり すなわちさかう）春の七草のひとつである芹が盛んに育つ頃 

   水泉動（しみず あたたかをふくむ）凍っていた泉が動き始める頃 

   雉始雊（きじ はじめてなく）雉が鳴き始める頃款 

大寒
だいかん

（2０日）・・・１年で最も寒い時期といわれます。 

   款冬華（ふきのはなさく）雪の下からふきのとうが顔を出す頃  款
かん

冬
とう

は

「ふき」のことです。 

   水沢腹堅（さわみずこおりつめる）沢に氷が厚く張りつめる頃 

   鶏始乳（にわとりはじめてとやにつく）鶏が卵を産み始める頃 昔は、鶏は冬は卵を産まず、

春が近づくと卵を産んだそうです。 

この時期に行うのが「寒稽古」、体育館の床の冷たさを今でも覚えています。 


